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中津川市長講演会開催 
10月 13日（火）青山節児

中津川市長に御来校いただき、

ふるさと教育の一環で、１，２

年生を対象に「地域未来講演

会」と題して講話をしていただ

きました。中津川市の歴史や現

状の話の後、現在力を注いでい

る「リニアを生かした町づく

り」や「研究所の誘致」「中津

川応援隊」など具体的な政策に

ついても話していただきました。また、市民のために働くことができ

る市長としてやりがいや、高校生は自分の器がどういうものなのかを

判断できる時期であることなどこれから生きていく中で大切なことも

教えていただきました。講演会の後、生徒からの質問にも丁寧に答え

ていただき、予定していた時間を少しオーバーするほどでした。今回

の貴重な経験を通

して、中津川市の

魅力や課題を知っ

たことで、今後の

ふるさと教育の活

動に生かすととも

に、将来中津川市

のために活躍する

生徒が一人でも多

く輩出されること

を期待していま

す。 

 

卒業生が教育実習 
10月 5日（月）～16日

（金）本校の卒業生 12名が教

育実習を２週間行いました。今

年度は新型コロナウイルスの関

係で秋に 2週間に短縮して行わ

れました。短い期間でしたが、

授業参観や研究授業、部活動指

導、SHRなど精力的に活動して

くれて中津高校にさらなる活気

を生み出してくれました。この中の数名は、来年度岐阜県の教員とし

て教壇に立つこととなります。中津

高校の生徒と関わることで得た知識

や経験を今後に生かして欲しいと思

います。ここに、教育実習生の反省

会における感想を一部掲載します。 

・自分の頭で分かっていることであ

っても生徒に教えることは難しか

った。自分自身の課題を知ったの

で生かしていきたい。 

・ホワイトボードやプロジェクター

を利用した授業など短期間に新し

いものが取り入れられていることに驚いた。今後も ICT 機器の導

入など教育改革が進んでいくので対応できるようにしていきたい。 

・生徒でいた時の中津高校の良さはそのままに、さらに良い面が増え

てより良い学校になったと感じた。生徒と先生方がそれを保ってく

れていると感じた。 

 

 
例年、本校の生徒が多く志望する大学（国公立、私立）の大学説明

会を今年度も９月から 11月にかけて放課後に実施しています。本校

の生徒と保護者のみの説明会であるため、質問もしやすく毎年好評で

す。今年度は、新型コロナウイルスの関係でオンラインにて行ってい

ますが、３年生に限らず１、２年生も多く参加してくれています。早

目から全国の様々

な大学に目を向け

て、自分に合った

自分が行きたいと

思える大学を探し

ましょう。そし

て、その志望校に

向けて努力を続け

ていきましょう。 

 

１年生秋季研修を実施 
10月 22日（木）１年生が自分の興味ある９つの分野（下記表）

に分かれて、大学や関連施設を訪問し、大学説明や模擬講義などを受

けました。事前学習でその分野について見識を深め、事後学習でポス

ターセッションを行い学んだことをクラス内で共有します。この研修

を通して自分のやりたいことが見つかったり、その分野への思いを強

くしたり、自分の進路を再考するきっかけとなったことでしょう。今

後も継続して自分の進路について考えていきましょう。 

 

講座名 研修場所 

文学 中京大学・愛知県立図書館 

語学・国際 馬籠宿 

経済 中京大学・三菱UFJ貨幣資料館 

教育 岐阜聖徳大学、岐阜県図書館 

理・工学 信州大学 

農学 名城大学、日本モンキーセンター 

医療・看護 中部大学 

芸術 名古屋芸術大学 

地域 中津川宿・馬籠宿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育講座の模擬授業の様子    事後のポスターセッションの準備の様子 

中津高だより 

大変ご多忙の中、ありがとうございました！ 

実習生が描いた古代の生物 

信州大学校内の様子 



 


